
船舶事故調査報告書 

令和７年８月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年２月１６日 １４時２５分頃 

発生場所 千葉県木更津市中島地先海ほたる（木更津人工島）南西方沖 

 東京湾アクアライン海ほたる灯から真方位２２９°１.９海里付近 

 （概位 北緯３５°２６.６′ 東経１３９°５０.６′） 

事故の概要  漁船源蔵
げんぞう

丸は、南進中、また、遊漁船珠
じゅ

力
りき

丸は、北東進中、両船が

衝突した。 

事故調査の経過 令和７年２月２７日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 源蔵丸、６.６トン 

   ＣＢ２－３４９８（漁船登録番号）、個人所有 

   第２３２－４１６２７号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ 遊漁船 珠力丸、５トン未満（長さ９.７１ｍ） 

   ２４０－３３２４１千葉、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特定 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 ２人（釣り客） 

 損傷 Ａ 右舷船首部に擦過傷 

Ｂ 左舷船首部に亀裂及び擦過傷等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東南東、風速 約２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか１人が乗り組み、東京都江戸川区葛西臨海公園

南方沖で底引き網漁の操業を終え、千葉県君津市小糸川漁港に向けて

帰航を開始し、約６～７ノット（kn）の速力（対地速力、以下同

じ。）で南進した。 

 船長Ａは、Ａ船の右舷船首方約２００ｍからＡ船の進路を横切るよ

うに航行するＢ船を視認したので、Ａ船を減速させ、その後、Ｂ船が

Ａ船の船首方を通過すると思いつつ、船首方のみに意識を向けて手動

操舵で操船していた。 

 Ａ船は、船長Ａが、右舷船首方から接近するＢ船に至近になってか

ら気付いて主機を後進としたものの間に合わず、右舷船首部とＢ船の

左舷船首部とが衝突した。 

 船長Ａは、両船の負傷者の有無及び損傷状況を確認して友人に本事

故発生の連絡をした後、Ａ船を小糸川漁港に着岸させた。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、釣り客３人を乗せ、遊漁の目的



で、千葉県市川市江戸川放水路の桟橋を出航し、海ほたる付近の釣り

場に移動していた。 

 船長Ｂは、釣果に不足を感じていたので、海ほたる南西方沖におい

て魚群探知機の画面に意識を向けながら、Ｂ船を約１８kn の速力で北

東進させていた。 

Ｂ船は、船長Ｂが、左舷船首方に目を向けると約２０ｍ先にＡ船を

認め、右舵を取るとともに主機を中立としたものの間に合わず、Ａ船

と衝突した。 

 船長Ｂは、釣り客の負傷状況及びＢ船の損傷状況を確認して所属す

る会社に本事故発生を連絡した後、Ｂ船を自力航行させて江戸川放水

路の桟橋に帰着させた。 

 負傷した釣り客２人は、病院を受診し、医師から坐
ざ

骨骨折及び頸
けい

椎

捻挫とそれぞれ診断された。 

 船長Ｂは、釣果に不足を感じていたので、釣り場を移動する際、魚

群探知機の画面を見ることに意識を向けていた。 

 船長Ｂは、令和元年１２月２７日に千葉県知事から遊漁船業者の登

録を受けていた。 

分析  Ａ船は、南進中、船長Ａが、船首方のみに意識を向け、右舷船首方

の見張りを適切に行っていなかったことから、右舷船首方に認めてい

たＢ船が接近していることに気付くのが遅れ、主機を後進としたもの

の間に合わず、Ｂ船と衝突したものと考えられる。 

 船長Ａは、右舷船首方にＢ船を認めた際、Ａ船を減速させたので、

Ｂ船がＡ船の船首方を通過すると思い、船首方のみに意識を向けてい

たものと考えられる。 

 Ｂ船は、北東進中、船長Ｂが、魚群探知機の画面を見ることに意識

を向け、周囲の見張りを適切に行っていなかったことから、Ａ船の存

在に気付くのが遅れ、右舵を取るとともに主機を中立としたものの間

に合わず、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

 船長Ｂは、釣果に不足を感じていたので、釣り場を移動する際、魚

群探知機の画面を見ることに意識を向けていたものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が南進中、Ｂ船が北東進中、船長Ａが、右舷船首方

の見張りを適切に行っていなかったため、Ｂ船が接近していることに

気付くのが遅れ、また、船長Ｂが、魚群探知機の画面を見て、周囲の

見張りを適切に行っていなかったため、Ａ船の存在に気付くのが遅

れ、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・小型船舶の船長は、操船中、周囲の見張りを適切に行うこと。 

 ・船長は、事故等が発生した場合、速やかに海上保安庁へ通報する

こと。  


